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Pick
up!

Pick
up!

Pick
up!

◯�

附
属
機
関
設
置
条
例
の

一
部
改
正

 

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結

 

○
財
産
の
取
得

総 

務 

文 

教 

常 

任 

委 

員 

会

トイレトラック購入へ
　
本
委
員
会
は
執
行
部
出
席
の

も
と
６
月
20
日
に
開
催
し
た
。

審
査
し
た
議
案
（
３
件
）

こんな議論がされました

●
附
属
機
関
設
置
条
例

　
の
一
部
改
正

　
み
ど
り
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
検
証
委
員
会
に
お
い

て
、
次
期
総
合
戦
略
の
策
定
等
を
進

め
る
に
あ
た
り
、
多
方
面
か
ら
の
視

点
に
よ
る
検
証
を
行
う
た
め
、
５
人

以
内
と
定
め
て
い
る
委
員
の
数
を
15

人
以
内
に
変
更
し
よ
う
と
す
る
も

の
。
ま
た
、
部
活
動
の
在
り
方
に
つ

い
て
調
査
審
議
を
行
う
組
織
と
し

て
、
新
た
に
み
ど
り
市
部
活
動
の
在

り
方
検
討
委
員
会
を
設
置
す
る
た

め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
よ
う
と

す
る
も
の
と
の
説
明
。 

　

部
活
動
の
在
り
方
検
討
委
員
会

は
、
生
徒
や
先
生
方
の
意
見
が
反
映

で
き
る
の
か
と
の
質
疑
に
対
し
、
学

校
現
場
や
生
徒
の
意
見
を
聞
く
と
い

う
こ
と
は
大
事
な
こ
と
だ
と
考
え
て

お
り
、
校
長
会
で
の
校
長
や
準
備
委

員
会
で
部
活
顧
問
の
意
見
を
繰
り
返

し
聞
く
機
会
を
す
で
に
持
っ
て
お

り
、
委
員
会
に
お
い
て
も
、
現
場
の

意
見
を
反
映
で
き
る
よ
う
に
や
っ
て

い
き
た
い
と
の
答
弁
あ
り
。 

　
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、
挙

手
全
員
に
よ
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
。 

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
大
間
々
中
学
校
校
舎
外
壁
改
修
工

事
の
実
施
に
あ
た
り
、
予
定
価
格
が

１
億
５
，
０
０
０
万
円
を
超
え
る
こ

と
か
ら
、
地
方
自
治
法
第
９６
条
第
１

項
第
５
号
及
び
み
ど
り
市
議
会
の
議

決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取

得
ま
た
は
処
分
に
関
す
る
条
例
第
２

条
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
と
の
説
明
。

　
暖
房
用
ボ
イ
ラ
ー
配
管
及
び
オ
イ

ル
暖
房
用
配
管
の
撤
去
と
あ
る
が
、

冬
場
は
代
わ
り
の
も
の
を
使
う
の
か

と
の
質
疑
に
対
し
、
建
設
当
時
に
設

置
を
し
、
現
在
使
用
し
て
な
い
配
管

が
屋
外
に
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

落
下
な
ど
の
危
険
も
想
定
さ
れ
る
た

め
、
本
工
事
と
併
せ
て
一
式
撤
去
す

る
工
事
内
容
と
な
っ
て
い
る
と
の
説

明
あ
り
。

　
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、
挙

手
全
員
に
よ
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
。

●
財
産
の
取
得

　
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
の
教
訓

か
ら
、
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
断

水
等
に
よ
る
ト
イ
レ
不
足
を
解
消
す

る
た
め
、
ト
イ
レ
ト
ラ
ッ
ク
を
購
入

す
る
も
の
で
あ
り
、予
定
価
格
が
２
，

０
０
０
万
円
を
超
え
る
こ
と
か
ら
、

地
方
自
治
法
第
９６
条
第
１
項
第
８
号

及
び
み
ど
り
市
議
会
の
議
決
に
付
す

べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
ま
た
は

処
分
に
関
す
る
条
例
第
３
条
の
規
定

に
よ
り
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
と
の
説
明
。 

　
ト
イ
レ
ト
ラ
ッ
ク
の
購
入
に
あ
た

り
、
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
を
活

用
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
財
源
の
内

訳
は
と
の
質
疑
に
対
し
、
車
両
本

体
価
格
に
対
し
て
１
０
０
％
の
充

当
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
緊
急

防
災
・
減
災
事
業
債
の
借
入
額
２
，

６
２
０
万
円
を
予
定
し
て
い
る
。
そ

の
内
７０
％
が
交
付
税
措
置
と
な
り
、

お
よ
そ
８
０
０
万
円
を
超
え
る
一
般

財
源
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
一
般
財

源
に
つ
い
て
は
、
今
後
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
等
に
よ
り
財
源
を

集
め
、
市
の
財
政
負
担
を
軽
減
で
き

る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
と
の
答

弁
あ
り
。 

　
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、
挙

手
全
員
に
よ
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
。 

外壁改修工事予定の大間々中学校
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Pick
up!

Pick
up!

Pick
up!

○�

過
疎
対
策
の
た
め
の
市

税(

固
定
資
産
税)
の
課

税
の
特
例
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

○�

群
馬
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
の
規
約
変

更
に
関
す
る
協
議 

○�

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条

例
○�

高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン

タ
ー
条
例
の
一
部
改
正

○�

指
定
介
護
予
防
支
援
等

の
事
業
の
人
員
及
び
運

営
並
び
に
指
定
介
護
予

防
支
援
等
に
係
る
介
護

予
防
の
た
め
の
効
果
的

な
支
援
の
方
法
に
関
す

る
基
準
等
を
定
め
る
条

例
の
一
部
改
正

○
こ
ど
も
未
来
基
金
条
例

市 

民 

福 

祉 

常 

任 

委 

員 

会

こども未来基金設置へ
　
本
委
員
会
は
執
行
部
出
席
の

も
と
６
月
18
日
に
開
催
し
た
。

審
査
し
た
議
案
（
６
件
）

こんな議論がされました

●
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

　
犯
罪
被
害
者
等
へ
の
支
援
に
関
す

る
本
市
の
基
本
理
念
を
示
す
と
と
も

に
、
犯
罪
被
害
者
等
に
対
す
る
支
援

施
策
の
基
本
的
事
項
を
定
め
る
こ
と

に
よ
り
、
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
条
例

を
新
た
に
制
定
し
よ
う
と
す
る
も
の

と
の
説
明
。

　
県
内
で
先
行
し
て
制
定
し
た
他
市

よ
り
も
有
利
な
点
は
あ
る
か
と
の
質

疑
に
対
し
、
県
が
委
託
を
し
て
い
る

犯
罪
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
と
じ
っ

く
り
協
議
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
県

内
で
も
一
番
手
厚
い
日
常
生
活
の
支

援
助
成
金
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き

た
と
の
答
弁
あ
り
。

　
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、
挙

手
全
員
に
よ
り
本
案
は
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

●�

指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事

業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に

指
定
介
護
予
防
支
援
等
に
係

る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果

的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る

基
準
等
を
定
め
る
条
例
の
一

部
改
正

　
介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て

い
た
介
護
予
防
支
援
事
業
を
本
市
が

指
定
し
た
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
に

お
い
て
も
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
そ
の
指
定
に
係
る
人

員
基
準
を
追
加
し
、
併
せ
て
規
定
の

整
理
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
と
の
説

明
。 

　

判
定
員
に
つ
い
て
の
質
疑
に
対

し
、
認
定
に
お
い
て
改
正
に
よ
る
影

響
は
な
い
が
、
法
で
申
請
か
ら
30
日

以
内
に
認
定
す
る
よ
う
定
め
ら
れ
て

い
る
た
め
、
そ
れ
に
近
づ
け
る
よ
う

鋭
意
努
力
を
し
て
い
る
と
の
答
弁
あ

り
。 

　
ま
た
、
認
定
期
間
に
つ
い
て
、
み

ど
り
市
は
平
準
化
に
向
か
っ
て
る
と

感
じ
て
お
り
、
他
市
で
は
行
っ
て
い

な
い
よ
う
な
対
策
を
行
っ
て
い
る
た

め
、
今
後
も
続
け
て
ほ
し
い
と
の
意

見
あ
り
。 

　
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、
挙

手
全
員
に
よ
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
。 

 

●
こ
ど
も
未
来
基
金
条
例

　
競
艇
事
業
に
お
け
る
新
た
な
基
本

合
意
書
の
締
結
に
伴
う
競
艇
事
業
収

益
を
、
未
来
を
担
う
こ
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
に
資
す
る
た
め
の
事

業
に
要
す
る
経
費
の
財
源
に
充
て
る

た
め
、
基
金
の
設
置
、
管
理
及
び
処

分
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
条

例
を
新
た
に
制
定
し
よ
う
と
す
る
も

の
と
の
説
明
。

　
庁
内
の
検
討
委
員
会
で
精
査
し
な

が
ら
令
和
７
年
度
予
算
に
反
映
す
る

と
聞
い
て
い
る
た
め
、
し
っ
か
り
と

し
た
議
論
を
お
願
い
し
た
い
と
の
意

見
あ
り
。 

　
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、
挙

手
全
員
に
よ
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
。 
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Pick
up!

Pick
up!

○�

市
道
の
路
線
認
定

○�

市
道
の
路
線
変
更  

  

経 

済 

建 

設 

常 

任 

委 

員 

会

市道の認定及び変更へ
　
本
委
員
会
は
執
行
部
出
席
の

も
と
６
月
19
日
に
開
催
し
た
。

審
査
し
た
議
案
（
２
件
）

こんな議論がされました

●
市
道
の
路
線
認
定

　
市
道
笠
懸
２
３
２
４
号
線
及
び
市

道
笠
懸
３
２
３
４
号
線
は
、
土
地
開

発
に
伴
う
新
設
道
路
の
寄
附
を
受
け

た
た
め
、
市
道
大
間
々
３
５
１
３
号

線
は
、
昭
和
50
年
に
寄
附
を
受
け
た

道
路
を
認
定
し
て
い
な
か
っ
た
た

め
、市
道
大
間
々
３
５
１
４
号
線
は
、

私
道
の
寄
附
を
受
け
た
た
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
路
線
を
認
定
す
る
に
当
た

り
、
道
路
法
の
規
定
に
よ
り
、
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
と
の
説
明
。 

　
未
認
定
道
路
の
質
疑
に
対
し
、
議

決
事
務
の
失
念
や
航
空
写
真
か
ら
道

路
形
状
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
と
答
弁
あ
り
。 

　
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、
挙

手
全
員
に
よ
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
。 

 

●
市
道
の
路
線
変
更

　
市
道
笠
懸
２
２
１
４
号
線
に
つ
い

て
、
道
路
改
良
工
事
に
伴
い
市
道
の

線
形
が
変
更
し
た
た
め
、
路
線
の
起

点
変
更
を
行
う
に
当
た
り
、
道
路
法

の
規
定
に
よ
り
議
会
の
議
決
を
求
め

る
も
の
と
の
説
明
。 

　
質
疑
、
討
論
も
な
く
、
採
決
の
結

果
、
挙
手
全
員
に
よ
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
。

市道笠懸 2214号線

令和６年７月２日から７月３日まで行政視察（研修）を実施した。

　７月２日は、山梨県南
ア ル プ ス 市 議 会 を 訪 問
し、編集の方法や発行ま
での工程についてなど、
さまざまな角度から確認
した。配布方法について
は新聞折込であるが、新

聞をとっていない方も多いため、検討が必要であると
のことだった。表紙には市民の撮った写真を使用する
など、市民に見てもらえるような工夫を行っている。
また、南アルプス市では広報広聴委員会が設置されて
おり、市民活動フェスタに委員会でブースを設けるな
ど、議会の見える化を図っている。広報部会では議会
だよりの発行など議会活動を分かりやすく伝える活動
を、広聴部会では議会報告会など市民の声を聴く活動
をしているとのこと。みどり市議会だよりでは実施し
ていない内容が多く、今回の研修で学んだことを今後
に生かしていきたいと強く感じた。 

　７月３日は、埼玉県鴻巣市にある㈱会議録センター
を訪問し、議会広報の紙面クリニックを行っていただ
いた。表紙に関しては、目次の入れ方で中を開きたく
なる工夫を施すことができ、写真を使わない表紙もイ
ンパクトがあり有効。見開きページに関しては、読者
が手に取って最初に見るページであるため、市民の関
心の高いものを特集記事にするとよいとのこと。ま
た、みどり市は一般質問に１人１ページ使用している
が、半ページにして他の特集記事を増やしてもよいの
ではないかとのことだった。
　議会が身近に感じられる情報を親しみやすく、わか
りやすい文章で表現し、
編集に当たることが重要
であることを再確認し
た。今回の所管事務調査
を機に、さらなるみどり
市議会だよりの充実推進
を目指していきたい。 

行政視察（研修）報告

７月2日　議会広報編集に係る全般的な事項
　　　　山梨県南アルプス市

７月３日　次号に生かせる紙面クリニック
　　　　 株式会社　会議録センター

議会広報特別委員会


